
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
2 月インシデント・アクシデント 

 

2 月にインシデント・アクシデント総数は 70 件と少

なかったです。アクシデントはありませんでした。医

療部門 48 件、介護医療院 22件であり、介護医療院は

いつもの半数くらいでした。1 月より報告数が減少して

いて、COVID-19 感染症がそれぞれの病棟であり、職員

も罹患し、日々の忙しさに追われていた時期ではあり

ましたが、だからこそ危険が潜んでいると思います。 

 忙しい時こそ、危険予知する意識を高めていきまし

ょう。 

＜材料＞（２～３人分） 

えんどう(さやつき) 300ｇ 

だし汁       100 ㏄ 

卵         ２個 

◆調味料 

砂糖（きび砂糖）小さじ 1 

塩       ひとつまみ 

しょうゆ    小さじ 2 

酒       小さじ 1 

制度の対象と判断された後の流れは？ 

 制度の対象に該当すると判断された場合、医療機関からご遺族

へ、その時点で分かっている事故の状況や制度の対象事例として

報告・調査を行うこと等を説明します。 

 ご遺族への説明後、医療機関はセンターへ医療事故発生の報告

を行い、原因を明らかにするために必要な調査(院内調査)を行い

ます。この調査は原則として外部委員を入れて行われます。 

 院内調査が終了したら医療機関よりご遺族へ調査結果を説明

し、センターへ調査結果の報告を行います。 

「センター調査」とは？ 

 センター調査は、「院内調査」とは別に医療事故調査・支援セ

ンターが行う調査です。センター調査は第三者が中立的な立場で

行うものです。本制度の対象として事故報告がされている事例に

ついては、ご遺族または医療機関が「センター調査」を依頼する

ことができます。「センター調査」終了後は、調査結果がご遺族

と医療機関に報告されます。 

調査結果をどのように活かすのか？ 

医療事故調査・支援センターでは、各医療機関から報告された

調査結果を収集、分析し再発防止策の普及啓発を行っています。 
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医療事故調査制度とは 

 

 

 

えんどうの卵とじ 

＜作り方＞ 

1 なるべく新鮮なえんどうを用意します 

2 さやから取り出します。ザルに入れ、 

 軽く水洗いします 

3 沸騰した湯の中に、塩をひとつまみ加 

え、弱火で約３０分下茹でします。 

4 だし汁に分量の調味料を入れ、煮汁を 

 作ります。沸騰したら、下茹でした 

えんどうを入れ、約３～４分弱火で味 

を含ませます。 

5 少し火を強め、卵を流し入れます。 

 10 秒くらいして卵の半量が固まり始め 

 たらすぐに火を止め、蓋をします。 

6 とろとろの卵とじの完成です。 

 

医療事故調査制度の対象となるのはどんな時？ 

 医療事故調査制度は、死亡事例を対象とした制度です。過失の有

無にかかわらず、医療法に基づき、以下の 2 点に該当すると、本制

度の対象となります。 

⚫ 医療に起因する、または起因する可能性がある死亡や死産 

⚫ 予期しない死亡や死産 

対象となるかどうかの判断は誰がするのか？ 

 制度の対象に該当するかどうかの判断は、医療機関が行います。 

 ご遺族の認識が医療機関の判断と異なる場合には、まず医療機関

に伝え、よく話し合われることをすすめます。 

 また、医療事故調査・支援センターでは、ご遺族からの希望があ

った場合には、ご遺族からの相談内容等を医療機関へお伝えしてい

ます。 

 

 この制度の目的は、医療

の中で起きた予期しない死

亡の」原因を究明して、再

発を防止するための制度で

す。 

 原因を明らかにすること

で安全な医療に役立てま

す。 


